
第14期中間報告書
平成26年12月１日から平成27年５月31日まで

証券コード：2734



　株主の皆さまにおかれましては、平素より当社グ
ループにご支援を賜り、厚くお礼申しあげます。
　当社グループの第14期中間期（平成26年12月１日
～平成27年５月31日）の概況についてご報告申しあ
げます。

　当中間期におけるわが国経済は、企業収益が
改善し、個人消費に回復の兆しがみられるなど
景気は緩やかな回復基調で推移しました。
　サーラコーポレーショングループを取り巻く
環境につきましては、エネルギー事業では原油
価格の大幅な下落に伴いLPガス、石油製品の仕
入価格が大幅に低下し、これに対応した価格改
定により販売価格は大きく低下しました。建設
土木事業では労務費や原材料価格の上昇により、
工事原価の増加が懸念される状況が続きました。
輸入車販売事業では、国内の自動車販売市場全
体が低調に推移し、外国メーカー車の新規登録
台数も減少しました。
　当中間期の業績につきましては、仕入価格の
下落を受けてLPガス、石油製品の販売価格が低
下したことや、公共施設等の設備工事の減少並
びに輸入車販売台数が減少したことなどにより、

中間期業績ハイライト
売上高は前年同期比10.2％減の69,779百万円
となりました。なお、注力事業の一つとして位
置付けている宅配水事業は、販促活動を強化し
たことにより、お客さま件数は前期末比6.9％
増加しました。一方、売上原価はLPガス、石油
製品の仕入価格が低下したことなどにより、前
年同期比13.9％減の52,615百万円となり、販
売費及び一般管理費は効率化に努めたことから、
前年同期比1.8％減の13,490百万円となりまし
た。以上により、営業利益は前年同期比26.4％
増 の3,673百 万 円、 経 常 利 益 は 前 年 同 期 比
19.2％増の3,779百万円となりました。また、
法人税等の合計額は前年同期比31.6％増の
1,567百万円となり、四半期純利益は前年同期
比7.4％増の2,041百万円となりました。なお、
営業利益、経常利益及び四半期純利益は中間期
としてはいずれも過去最高益となりました。

代表取締役社長
神　野　吾　郎
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売上高

69,779百万円
前年同期比10.2％減
２期ぶりの減収

営業利益

3,673百万円
前年同期比26.4％増
過去最高

経常利益

3,779百万円
前年同期比19.2％増
過去最高

四半期純利益

2,041百万円
前年同期比7.4％増
過去最高

　当社は、中間期の業績等を踏まえ、改めて通期の計画の見直しを行い、平成27年11月期の連結業績
予想を以下のとおり修正しました。

「売上高」
　・  エネルギーサプライ＆ソリューション事業においてLPガス、石油製品の販売価格が当初計画を下回

ることが想定されることから、前回予想を下回る見込みです。
「営業利益」、「経常利益」、「当期純利益」
　・  エネルギーサプライ＆ソリューション事業、エンジニアリング＆メンテナンス事業が当初計画を上

回る見込みであり、顧客基盤増強、物流合理化、保安効率化等、当社グループの事業基盤強化のた
めの先行投資を織り込みますが、前回予想を上回る見込みです。

■ 通期連結業績予想の修正

売 上 高（百万円） 営業利益（百万円） 経常利益（百万円） 当期純利益（百万円）

前 回 発 表 予 想 （A） 145,000 2,700 3,000 1,500

今 回 修 正 予 想 （B） 133,000 3,000 3,200 1,600

増 減 額 （B－A） △12,000 300 200 100

通期連結業績の見通し
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　サーラコーポレーショングループは、現在、「より魅力あるグループへ」をテーマに掲げた第５次中期 
経営計画（平成26年11月期～平成28年11月期）の達成に向けて取り組んでいます。
　今後も地域に根ざし、お客さまの豊かな暮らしと地域の発展につながる事業を展開することにより、
いつの時代にもお客さまの期待に応え、選ばれ続ける魅力あるグループとして成長していくことを目指
していきます。

通期連結業績（実績と業績予想修正後の計画）
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計画どおり推移しますと、営業利益及び経常利益は過去最高、当期純利益は６期連続の増益となる見込みです。

　当社は配当の基本方針として次のとおり定めています。
　　①連結配当性向30％を目途として配当を行います。
　　②  最低年間配当金として１株につき年10円（中間・期末各５円）

を維持します。
　当期につきましては、今回の連結業績予想の修正を踏まえて、期末
配当金の予想を前回予想から１円増配し１株当たり７円とし、年間配
当金の予想を12円としております。
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配当金

配当について
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エネルギーサプライ＆ソリューション事業

エンジニアリング＆メンテナンス事業

ＬＰガス、石油製品、高圧ガス及び関連機器の販売、リフォーム、エネルギー輸送、資産
賃貸

事業内容

事業内容
都市インフラ整備、設備工事・メンテナンス

売上
構成比
45.3％

売上
構成比
24.0％
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・原油価格の大幅下落により、仕入価格、販売価格ともに低下
・  LPガスは工業用の販売が好調、家庭用は平均気温が高めに推移したため販売量

が減少
・LPガス収益力向上、経費削減効果により営業利益が増加

当中間期のポイント

・リフォームプロフェッショナル育成による、リフォーム事業の強化
・  宅配水事業は販促活動の強化によりお客さま件数が増加

トピックス

・株式会社中部は愛知東部地域においてリサイクルプラントの操業を開始
　（詳しくは７ページをご覧ください）
・株式会社中部技術サービスは静岡県菊川市に東遠営業所を開設

トピックス

当中間期のポイント
・  土木部門は大型の港湾工事の完成、天然ガスパイプラインの敷設工事の進捗に

より好調
・設備部門は公共施設等の工事が減少

売 上 高

売 上 高

16,722百万円
（前年同期比 5.3％減）

31,634百万円
（前年同期比 16.1％減）

742百万円
（前年同期比 3.8％減）

2,752百万円
（前年同期比 42.8％増）

営業利益

営業利益
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アニマルヘルスケア事業

事業内容
ペット用医薬品・療法食、動物用医薬品、畜産用機械設備、小動物医療機器の販売

当中間期のポイント
・  動物用医薬品の販売は前期並みで推移、畜産分野は養鶏、養豚関連の販売が上向き
・経費削減の効果で営業利益が増加

売 上 高 11,227百万円
（前年同期比 5.6％増）

215百万円
（前年同期比 32.9％増）

営業利益
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事業内容
ホテル事業、飲食店事業

当中間期のポイント
・ブライダル部門はイベント開催など営業活動の強化により挙式組数が増加
・  宿泊部門は法人利用のほか、スタイルに合わせた宿泊プランの販売強化により

客室稼働率が上昇
・経費の増加により営業損益は微減

売 上 高 1,198百万円
（前年同期比 4.1％増）

△108百万円
（前期は営業利益△101百万円）

営業利益

ホスピタリティ事業
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構成比
1.7％
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カーライフサポート事業

事業内容
フォルクスワーゲン８店舗・アウディ３店舗（正規ディーラー）、中古車センター３店舗、
車検・整備、オートリース

売 上 高 6,996百万円
（前年同期比 14.6％減）

312百万円
（前年同期比 31.9％減）

営業利益

売上
構成比
10.0％

当中間期のポイント
・国内におけるフォルクスワーゲンの販売台数が減少し、当社の新車販売台数も減少
・下取り車の減少により、中古車販売部門の販売台数は減少
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前期末
（平成26.11.30現在）

97,079

前期末
（平成26.11.30現在）

当中間期末
（平成27.５.31現在）

97,172

当中間期末
（平成27.５.31現在）

97,079 97,172

41,014 41,579

45,818 45,294

1,219 986

9,028 9,312

44,066 42,366

22,888 23,564

30,124 31,240

流動資産

有形固定資産

無形固定資産

流動負債

固定負債

純資産

投資その他の資産

連結貸借対照表の概要
資産の部 負債純資産の部

（単位：百万円）

前期末比92百万円増加 前期末比 負債　1,023百万円減少
　　　　 純資産1,116百万円増加

主な増減
▲ 現金及び預金 2,524
▼ 仕掛品 1,010
▼ 受取手形及び売掛金 572
▼ 有形固定資産 523
▼ 商品及び製品 352

主な増減
▼ 支払手形及び買掛金 3,102
▼ 長期借入金
　（１年内返済予定含む） 856
▼ 賞与引当金 734
▲ 電子記録債務 2,393
▲ 退職給付に係る負債 1,274

当中間期
（自 平成26.12.1　至 平成27.５.31）

営業利益
3,673

売上高
69,779

経常利益
3,779

四半期純利益
2,041

▼ 売上原価 52,615
▼ 販売費及び一般管理費 13,490

▲ 営業外収益 222
▼ 営業外費用 116

▲ 特別利益 39
▼ 特別損失 32
▼ 法人税等 1,567
▼ 少数株主利益 176

9,601 4,660

12,126

営業活動
によるCF

投資活動
によるCF

△780

財務活動
によるCF

△1,354 現金及び
現金同等物

の四半期末残高
現金及び
現金同等物
の期首残高

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,660百万円
投資活動によるキャッシュ・フロー △780百万円
財務活動によるキャッシュ・フロー △1,354百万円

連結損益計算書の概要 （単位：百万円） 連結キャッシュ・フロー計算書の概要 （単位：百万円）

当中間期
（自 平成26.12.1　至 平成27.５.31）
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リサイクルプラント「明海工場」　操業開始
　株式会社中部が主導する共同企業体は、豊橋市明海町にリサイクルプラ
ント「明海工場」を建設し、平成27年２月に操業を開始しました。同工場
では、工事の際に出た建設残土や建設廃棄物を再生しています。限りある
地球資源の有効活用に対する関心が高まる中、同工場を含む全４プラント
にて、「資源の再利用」という地球規模のテーマに取り組みながら、21世
紀の土木事業を目指しています。

道路掘削
建物解体

鉄筋除去

破砕

再生骨材
アスファルト
合材

再生路盤材

新骨材

アスファルト

リサイクルプラント・システム

路盤
施工等に
再利用

道路の
舗装等に
再利用

ホテルアークリッシュ豊橋　高い評価をいただきました
　ホテルアークリッシュ豊橋は、予約・口コミサイト等の各種ウェブサイトにお
いて、高い評価をいただきました。平成20年９月の開業以来、「人・街・文化を
つなぐ豊かな架け橋」をビジョンに掲げ、お客さまに快適な空間とおもてなしを
提供することに努めてきました。今後も、お客さまから愛され、安心してご利用
いただけるホテルとして、どこにもない世界一最高のホテルを目指していきます。

今回いただいた評価
じゃらんnet「じゃらん OF　THE　YEAR」
　2014年泊まって良かった総合部門（51～100室の旅館・ホテル）　２年連続　第１位
　2014年編集長が選ぶ！ベストプランニング賞　大賞
トリップアドバイザー　2015年※エクセレンス認証
　※トリップアドバイザーの口コミで一貫して高く評価されている施設だけを認証
一休.com　2014年クチコミ評価の高いホテルランキング　西日本部門８位

サーラプラザ
ショールームスペースリニューアル
　サーラプラザ豊橋、浜松、浜北では、リフォームショールームスペース
をリニューアルしました。浜北については、全面リニューアルを行い、安
心安全かつ快適な空間をご提案できるよう、展示商品も総入れ替えしまし
た。サーラグループが提案する「サーラのリフォームパック」をはじめと
したキッチンやお風呂等の水回り商品、最新のガスコンロが並び、直接お
客さまに触れて、感じていただけるショールームとなっています。

サーラプラザ浜北
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■ 商　　号

■ 設　　立 平成14年５月１日

■ 本社所在地 豊橋市駅前大通一丁目55番地 サーラタワー

■ 資 本 金 80億2,500万円

■ 証券取引所 東京証券取引所 市場第一部
名古屋証券取引所 市場第一部

■ 役　　員 代表取締役会長 中 村 捷 二
代表取締役社長 神 野 吾 郎
代表取締役専務 松 井 和 彦
取締役 角 谷 　 歩
取締役（社外） 一 柳 良 雄
取締役（社外） 石 黒 和 義
監査役（常勤） 原 田 保 久
監査役（社外） 杉 井 　 孝
監査役（社外） 村 松 奈 緒 美

■ 従業員数 2,778名（連結）

■ 発行可能株式総数 ���������� 120,000,000株

■ 発行済株式総数 ������������� 40,338,708株
（自己株式1,754,170株を含む）

■ １単元の株式数 ��������������������� 100株

■ 株 主 数 ������������������������� 3,671名

■ 所有者別株式分布

株　　主　　名 持株数（千株） 持株比率（％）
中部瓦斯株式会社 5,921 15.35

サーラコーポレーション従業員持株会 2,294 5.95

ガステックサービス共栄会 2,014 5.22

中部ガス不動産株式会社 1,833 4.75

三井住友信託銀行株式会社 1,823 4.72

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 1,560 4.05

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口４） 1,520 3.94

株式会社静岡銀行 1,495 3.88

株式会社三井住友銀行 1,197 3.10

株式会社みずほ銀行 957 2.48

● 当社は自己株式1,754千株を保有していますが、上記大株主から除いています。
● 持株比率は自己株式を控除して計算しています。

■ 大 株 主

株式数

金融機関
34.5％
13,299,199株

個人その他
35.4％
13,638,092株

証券会社
0.6％
238,035株

国内法人
27.6％

10,667,622株

外国法人等
1.9％
741,590株

● 当社は自己株式1,754千株を保有していますが、上記分布から除いています。
● 比率は自己株式を控除して計算しています。
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当社では、日頃の株主の皆さまのご支援に対する感謝の気持ちを表すと
ともに、当社グループへの一層のご理解を賜りたく、以下のとおり株主優
待制度を実施しています。
■ 対象
　 毎年11月末日現在において、500株以上所有の株主さま
■ 内容
　   ご所有の株式数に応じて、下表の金額分の株主優待券をお届けしています。
　 株主優待券の有効期限は一年間となります。

所有株式数 優待内容
   500株以上 5,000株未満 1,000円分の株主優待券
 5,000株以上10,000株未満 5,000円分の株主優待券
10,000株以上 10,000円分の株主優待券

■ ご利用方法
　   株主優待券は、当社グループのガステックサービス株式会社が販売す

るガス機器、同社が運営するガソリンスタンドでの給油・洗車、ホテ
ルアークリッシュ豊橋での宿泊、同ホテル内のレストランでの飲食な
どにご利用いただけます。

ご利用店舗がお近くにない株主さまには、株主優待券
相当分の商品をお送りさせていただきます。

商品例：  ホテルアークリッシュ豊橋の特製焼き菓子
　　　　株主優待券2,000円分

※上記内容は予告なく変更する場合があります。

株主優待

ガステックサービス株式会社は、愛知県北設楽郡
に位置する山林で、社員参加型の緑化活動「サー
ラの森」づくりに取り組んでいます。今回は、株
主優待カタログにてご参加いただきました株主さ
まに代わり、58本の苗木を植樹いたしました。今
後も、植樹・森林保全活動等を通じて地域の緑化
に貢献していきます。

2015年株主優待　「サーラの森」づくりの苗木植樹

■ 連結子会社 20社
エネルギーサプライ＆ソリューション事業
ガステックサービス株式会社
サーラ物流株式会社
グッドライフサーラ関東株式会社
株式会社リビングサーラ
サーラの水株式会社
三河湾ガスターミナル株式会社
株式会社日興
神野オイルセンター株式会社

エンジニアリング＆メンテナンス事業
株式会社中部
神野建設株式会社
株式会社鈴木組
株式会社中部技術サービス
テクノシステム株式会社
西遠コンクリート工業株式会社
カーライフサポート事業
サーラカーズジャパン株式会社

アニマルヘルスケア事業
株式会社アスコ
大和医薬品工業株式会社
ホスピタリティ事業
ガステックサービス株式会社
その他の事業
新協技研株式会社
サーラフィナンシャルサービス株式会社
株式会社サーラビジネスソリューションズ
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■ 事業年度　12月1日～翌年11月30日

■ 定時株主総会　毎年２月中

■ 基準日　定時株主総会の議決権・期末配当　11月30日

　 　　　　中間配当　　　　　　　　　　　　 ５月31日

■ 株主名簿管理人及び特別口座の口座管理機関

　 〒100-8233 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号

　 三井住友信託銀行株式会社

■ 株主名簿管理人事務取扱場所

　 〒460-8685 名古屋市中区栄三丁目15番33号

　 三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

■ 郵便物送付先

　 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目８番４号

　 三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

■ 電話照会先　  0120-782-031
■ 取次窓口

　 三井住友信託銀行株式会社　全国本支店

■ 公告方法　電子公告（当社ホームページに掲載します）

　 http://www.sala.jp/

　   ただし、事故その他のやむを得ない事由によって電子公告

による公告をすることができない場合は、日本経済新聞に

掲載します。

株式についてのご案内

１．‌‌住所変更、単元未満株式の買取など、株式に関する

各種お手続きは、口座を開設されています証券会社

までお問合せください。

２．‌‌証券会社に口座がないため特別口座が開設されまし

た株主さまは、特別口座管理機関である三井住友信

託銀行株式会社までお問合せください。

３．‌‌支払期間経過後の配当金につきましては、株主名簿

管理人である三井住友信託銀行株式会社までお問合

せください。

株式に関するお問合せ先
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

お問合せ先

総務部 総務グループ　☎0532-51-1182　E-mail：ir@sala.jp


